
【執筆】 

（1） 原著（英文） 

1. Sodium Bicarbonate for Metabolic Acidosis in the ICU: Results of a Pilot Randomized 

Double-Blind Clinical Trial 

Serpa Neto A, Fujii T, McNamara M, Moore J, Young PJ, Peake S, Bailey M, Hodgson C, 

Higgins AM, See EJ, Secombe P, Campbell L, Young M, Maeda M, Pilcher D, Nichol A, 

Deane A, Licari E, White K, French C, Shehabi Y, Cross A, Maiden M, Kadam U, El 

Khawas K, Cooper J, Bellomo R, Udy A. Crit Care Med.51(11):e221-e233. 2023 

2. Dexamethasone-sparing on days 2–4 with combined palonosetron, neurokinin-1       

receptor antagonist, and olanzapine in cisplatin: A Randomized Phase III Trial (SPARED 

Trial) 

Hiroko Minatogawa, Naoki Izawa, Kazuhiro Shimomura, Hitoshi Arioka, Hirotoshi Iihara, 

Mitsuhiro Sugawara, Hajime Morita, Ayako Mochizuki, Shuichi Nawata, Keisuke 

Mishima, Ayako Tsuboya, Tempei Miyaji, Kazunori Honda, Ayako Yokomizo, Naoya 

Hashimoto, Takeshi Yanagihara, Junki Endo, Takashi Kawaguchi, Naoki Furuya, Yumiko 

Sone, Yusuke Inada, Yasushi Ohno, Chikatoshi Katada, Naoya Hida, Kana Akiyama, 

Daisuke Ichikura, Akiko Konomatsu, Takashi Ogura, Takuhiro Yamaguchi, Takako 

Eguchi Nakajima. Br J Cancer.130(2):224-232.2024. PMID: 37973958 

3. Impact of prior bevacizumab therapy on the incidence of ramucirumab-induced  

proteinuria in colorectal cancer: a multi-institutional cohort study 

Satoshi Dote, Eiji Shiwaku, Emiko Kohno, Ryohei Fujii, Keiji Mashimo, Naomi Morimoto,  

Masaki Yoshino, Naoki Odaira, Hiroaki Ikesue, Masaki Hirabatake, Katsuyuki Takahashi, 

Masaya Takahashi, Mari Takagi, Satoshi Nishiuma, Kaori Ito, Akane Shimato, Shoji 

Itakura, Yoshitaka Takahashi, Yutaka Negoro, Mina Shigemori, Hiroyuki Watanabe, Dai 

Hayasaka, Masahiko Nakao, Misaki Tasaka, Emi Goto, Noriaki Kataoka, Ayako Yokomizo,  

Ayako Kobayashi, Yoko Nakata, Mafumi Miyake, Yaeko Hayashi, Yoshie Yamamoto, 

Taiki Hirata, Kanako Azuma, Katsuya Makihara, Rino Fukui, Akira Tokutome, Keiji 

Yagisawa, Shinji Honda, Yuji Meguro, Shota Suzuki, Daisuke Yamaguchi, Hitomi Miyata, 

Yuka Kobayashi; IMBERA Investigators. Int J Clin Oncol. 28(8):1054-1062. 2023. 

 

（2） 原著（邦文） 

1. 集中治療室における注射薬の希釈濃度統一に関する実態調査 

立石裕樹、今井徹、川邊一寛、玉造竜郎、安藝敬生、今中翔一、奥川寛、中馬真幸、前

田幹広. 医療薬学 49(11): 412-418.2023 

 

 



（3） 著書 

1. 救急・ICU の薬剤マスターブック: 似ている薬の選択と根拠がわかる (Emer-Log 2023

年秋季増刊) 

（編集）前田幹広（分担執筆）前田幹広、高木奏、宿谷光則、坂本華穂 2023 年、メデ

ィカ出版  

2. Evidence Update 2024 最新の薬物治療のエビデンスを付加的に利用する 

名郷直樹 編（分担執筆）高木奏、前田幹広 2024 年、南山堂 

3. 経過を追って考える輸液の処方・調整のコツ（レジデントノート増刊） 

寺下真帆 編（分担執筆）前田幹広 2024 年、羊土社 

 

（4） 総説 

1. 混ぜるな危険！薬剤の配合変化に多職種で対策を 

前田幹広 週刊医学界新聞第 3520 号 2023 年、医学書院 

 

【発表】 

（1） 学会発表（シンポジウムなど） 

1. シンポジウム 3 忘れ得ぬ症例（comedical からのメッセージ） 

「副作用を防ぐ〜ICU における薬剤師の役割〜」 

前田幹広 第 37 回日本神経救急学会学術集会 2023 年 6 月、長野 

2. シンポジウム 2 集中治療領域におけるタスク・シフト/シェアの推進 

「薬剤師によるタスク・シフト/シェア〜薬剤師の専門性を発揮するための PBPM〜」 

前田幹広 日本集中治療医学会 第 7 回関東甲信越支部学術集会 2023 年 6 月、東京 

3. パネルディスカッション 5 血液浄化施行時の薬物動態 

「重症患者における薬物動態変化と投与量への影響」 

前田幹広 第 34 回日本急性血液浄化学会学術集会 2023 年 9 月、愛知 

4. International Symposium2 Messages for Pharmaceutical Health Care and Sciences in the 

Next Decade2 

「Critical Care Pharmacists in Japan」 

Mikihiro Maeda 第 33 回日本医療薬学会年会 2023 年 11 月、宮城 

5. シンポジウム 13 いよいよ開始！新たな認定制度 

「集中治療専門薬剤師制度、いよいよ始動！」 

前田幹広、第 51 回日本集中治療医学会学術集会 2024 年 3 月、北海道 

6. シンポジウム 看護師、薬剤師もしゃべるの？？家族も入るの？？PICU ラウンド！！

始めるコツ伝えます！！ 

「PICU ラウンドに薬剤師がいること」 

千葉藍 第 30 回小児集中治療ワークショップ 2023 年 11 月、岡山 



（2） 学会発表（口頭、ポスターなど） 

1. 切除可能膵癌に対する術前補助化学療法としてのGS療法における皮疹の臨床経過と術

後治療の薬剤選択への影響の検討 

横溝綾子、梅本久美子、秋野幸、森田一、湊川紘子、前田幹広、久保田洋平、武田弘幸

土井綾子、堀江良樹、新井裕之、伊澤直樹、砂川優、坂上逸孝 

第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会 2024 年 2 月、愛知 

2. テオフィリン中毒に対し活性炭の繰り返し投与が血中濃度の速やかな低下に寄与した

と考えられる 1 例 

宿谷光則、髙木奏、坂本華穂、前田幹広、清水剛治、津久田純平、佐藤暢夫、森澤健一

郎、吉田徹、坂上逸孝、藤谷茂樹 

第 51 回日本集中治療医学会学術集会 2024 年 3 月、北海道 

3. 菌血症再燃患者で、過大腎クリアランスや尿細管再吸収障害を疑いフルコナゾールの血

中濃度を測定した一例 

高木奏、坂本華穂、小林綾子、前田幹広、尾田一貴、田北無門、森川大樹、石川淳哉、

坂上逸孝、藤谷茂樹 

第 51 回日本集中治療医学会学術集会 2024 年 3 月、北海道 

4. 免疫チェックポイント阻害薬による間質性肺炎に対する治療実態調査 

野﨑智椰、横溝綾子、伊澤直樹、森川慶、武田弘幸、久保田洋平、土井綾子、堀江良樹、

新井裕之、幕内麻里、森田一、砂川優、坂上逸孝 

第 61 回日本癌治療学会学術集会 2023 年 10 月、神奈川 

5. 高齢生体腎ドナーの周術期から長期予後に関する検討 

緒方聖友、大迫希代美、宮内隆政、櫻井裕子、篠田和伸、柴垣有吾 、谷澤雅彦 

第 59 回日本移植学会 2023 年 9 月、京都 

6. 当院における既存抗体陽性腎移植の初期経験 

篠田和伸、谷澤雅彦、櫻井裕子、大迫希代美、丸井祐二、小池淳樹 、菊地栄次 

第 57 回日本臨床腎移植学会 2024 年 2 月、愛知 

7. 当院における既存抗体陽性腎移植の初期経験 

篠田和伸、谷澤雅彦、櫻井裕子、大迫希代美、丸井祐二、小池淳樹 、菊地栄次 

第 57 回日本臨床腎移植学会 2024 年 2 月、愛知 

8. 移植後早期に再発したループス腎炎の１例 

井崎裕都、大迫希代美、緒方聖友、櫻井裕子、篠田和伸、柴垣有吾、谷澤雅彦 

第 57 回日本臨床腎移植学会 2024 年 2 月、愛知 

9. CMV 肺炎を強く疑った CMV serostatus D+/R-の症例 

奥山恵美子、吉田圭佑、緒方聖友、大迫希代美、櫻井裕子、篠田和伸、柴垣有吾、谷澤 

雅彦 

第 57 回日本臨床腎移植学会 2024 年 2 月、愛知 



10. 家族性地中海熱の既往があり腎移植後に 1 型糖尿病を発症した 1 例 

大迫希代美、緒方聖友、宮内隆政、櫻井裕子、篠田和伸、柴垣有吾、谷澤雅彦 

第 57 回日本臨床腎移植学会 2024 年 2 月、愛知 

11. バンコマイシンの薬物動態解析におけるソフトウェアと Sawchuk-Zaske 法の比較 

水谷翔、 小林綾子、 竹内萌、高野知憲、國島広之 

第 97 回日本感染症学会総会・学術講演会 第 71 回日本化学療法学会学術集会 合同学

会 2024 年 4 月、神奈川 

 

（3） その他（セミナーなど） 

1. 横浜市立市民病院薬剤部勉強会 

てんかん重積状態〜薬剤師の関わり〜 

前田幹広 2023 年 7 月、web 

2. 横浜市立市民病院薬剤部勉強会 

まぜるな危険！ICU 系薬剤 

前田幹広 2023 年 5 月、web 

3. 横浜市立市民病院薬剤部勉強会 

薬剤師による敗血症マネジメント 

前田幹広 2023 年 8 月、web 

4. 九州の中枢で集中を語る研修会〜Clinical Pharmacist Seminar〜 

Stand By ICU〜from an international perspective〜 

前田幹広 2023 年 6 月、福岡 

5. チーム医療 CE 研究会 

薬剤師の視点で考える PADIS 

前田幹広 2024 年 2 月、web 

6. みやまえ薬剤師地域連携研修会 

薬剤レビューによる薬剤関連問題の発見と介入〜病院薬剤師による実践〜 

前田幹広 2024 年 2 月、神奈川 

7. 導入期加算 3 施設による双方向研修 腹膜透析・腎移植セミナー 

腎移植術後外来における関りについて〜薬剤師の立場から〜 

櫻井裕子 2024 年 3 月、web 

8. 第 10 回横浜市青葉区薬剤師会 Web 研修会 

川崎市院外処方疑義照会プロトコールの紹介 

坂上逸孝 2023 年 12 月、web 

9. Pharmacy Director Seminar in Yokohama 2024 

当院における 1 日調剤およびフォーミュラリーの取り組み 

坂上逸孝 2024 年 1 月、web 



【受賞】 

1. 野崎智椰 第 61 回日本癌治療学会学術集会 Medical Staff Award 

2. 坂上逸孝  神奈川県病院薬剤師会 病薬功労賞（会長賞） 

 

【教育】 

（1） 大学講義など 

1. 聖マリアンナ医科大学看護専門学校 

統合実習講義 

前田幹広 2023 年 11 月、神奈川 

2. 昭和薬科大学 4 年 

薬物治療評価学 

前田幹広 2023 年 10 月、神奈川 

3. 昭和大学薬学研究科 

救急集中治療薬学大学院講義 鎮痛・鎮静管理 

前田幹広 2023 年 12 月、web 

4. 聖マリアンナ医科大学医学部 3 年生 

実践医学 医療従事者（薬剤師） 

坂上逸孝 2023 年 9 月、神奈川 

5. 聖マリアンナ医科大学医学部 4 年生 

第 4 学年臨床実習オリエンテーション 

坂上逸孝 2023 年 12 月、神奈川 

 

（2） 外部からの研修受け入れ 

1. 日本薬学生連盟 交換留学委員会：8 名 

2. 日本調剤 株式会社 FINDAT 事業部：４名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【社会活動】 

(1) 学会などの学術団体 

1. 日本医療薬学会 

・代議員：前田幹広 

・JPHCS 委員会：前田幹広 

・出版小委員会：前田幹広 

2. 日本集中治療医学会 

・評議員：前田幹広 

・薬剤委員会委員長：前田幹広 

・学会主導共同研究推進会議：前田幹広 

・研究倫理委員会：前田幹広 

・第 51 回日本集中治療医学会学術集会プログラム委員：前田幹広 

・関東甲信越支部運営委員会委員：前田幹広 

3. 日本癌治療学会 

・がん診療ガイドライン作成・改訂委員会 小児、思春期・若年がん患者の妊孕性温存に関

する診療ガイドライン改訂ワーキンググループ委員：湊川紘子 

・制吐薬ガイドライン SR 委員：横溝綾子 

4. 日本がんサポーティブケア学会 

・CINV 部会委員：湊川紘子 

5. 日本臨床腫瘍薬学会 

・研修小委員会：横溝綾子 

6. 日本アプライドセラピューティックス学会 

・ワークショップ組織委員：平井浩二 

7. 日本がん・生殖医療学会 

・薬剤師部門：湊川紘子 

8. 日本腎臓病薬物療法学会 

・代議員：小林綾子 

 

(2) 公的機関など 

1. 神奈川糖尿病療養指導士認定機構 

・認定委員：阿部宏志 

 

 

 

 

 



(3) 職能団体 

1. 神奈川県病院薬剤師会 

・専門・認定薬剤師養成支援特別委員会：湊川紘子、森田一 

・病院実習検討委員会：阿部宏志 

2. 東京都病院薬剤師会 

・臨床推論推進特別委員会：平井浩二 

 

(4) 研究会 

1. 神奈川県急性期薬物療法研究会 

・世話人：前田幹広 

2. JSEPTIC (日本集中治療教育研究会)薬剤師部会 

・コアメンバー 

3. 神奈川腎と薬剤研究会 

・世話人：小林綾子 

4. 神奈川病院薬剤師感染症フォーラム 

・世話人：竹内萌 

5．メディカ出版 

・エマログ編集協力委員：前田幹広 

6. KAWASAKI 地域感染制御協議会  

・薬剤師部会：竹内萌 

 

(5) その他 

1. 日本 DMAT 隊員：硲真悟 

2. 神奈川 DMAT-L 隊員（神奈川県域 DMAT）：宿谷光則 

3. 川崎 DMAT 隊員（川崎市域 DMAT）：硲真悟 


